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研究成果の概要： 

本研究では，消費購買活動への色彩寄与，ならびに，その要因となる生活者の色彩感覚につ

いて検討した．具体的には，消費購買に関連する色彩感覚の抽出と数量的解析，色彩感覚や消

費購買動機への色彩寄与とその国際比較，感覚と消費購買に対する脳活動の解析とその可能性

の考察などを行った．その結果，消費購買動機については，たとえば和のテイストに見られる

文化的因子の影響を抽出した．また，消費購買動機の要因になると思われる季節感などの色彩

感覚の数量化を行い，その計測評価システムを開発した．一方で，消費購買動機への色彩の寄

与は，対象となる生活用品毎に色彩寄与の程度に差があること，各国間での類似点と相違点を

見出した． 
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１．研究開始当初の背景 

モノが溢れている現在，人間は単に物質的
な欲求だけではなく，より高度で高品質なも
のを求めるようになってきている．このこと
は，物質的豊かさから，精神的豊かさを求め
る時代へと変化しつつあることを意味して
いる．そのような状況下で，近未来の理想的
な生活として掲げられている｢心豊かな生

活｣を実現するためには，まず，生活者(人間)
の感覚を調べ，消費購買活動とその動機に現
れる生活者の深層を知る必要がある．その中
で，色彩については，その消費購買動機の主
要な要因と言われているものの，その消費購
買動機への影響の程度や生活者の持つ色彩
感覚とのかかわりは，色彩感覚そのものも含
め，主観的に論じられることが多く，あまり
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客観的かつ数量的には解析されていない．ま
た，工業製品の生産・流通・販売がグローバ
ル化される中，消費購買の形態やその内容が
変化してきている． 

 
２．研究の目的 

本研究では，人間の感覚，特に色彩に関
連する感覚に注目し，その色彩感覚を調べ，
生活者として色彩が消費購買動機や活動に
どのくらい影響を与えているのか考察を深
めた．その目的は，消費購買動機や活動に
色彩によって感じる印象や感情がどの程度
寄与しているのか数量的に調べることで，
生活者の立場に立ったモノづくりをしてい
くことにフィ－ドバックすることにある．
そしてまた，海外でも同様の調査や実験を
行うことで，それぞれの国で色彩感覚の消
費購買活動への影響を調べると同時に，数
量的な解析や国際比較を元に，生活者の生
活環境の背景にある文化や民族的な特性を
解析する手法を開発の可能性を探った． 
 本研究では，より具体的な目的として以
下のことを掲げ研究を推進した． 

・生活環境・生活用品の色彩に対する生活
者の感覚にはどのような感覚があるかを調
べ，視感評価実験を通して，生活者の色彩
感覚を数量的に把握し，測色値との関係か
ら数式化する． 

・生活者の消費購買活動，特にその動機に
色彩がどの程度かかわるのか，アンケート
調査と視感評価実験を通して数量的に把握
する．また，脳の解析も合わせて行い，脳
測定の感覚や消費購買活動の研究手法とし
ての可能性も探る． 

・アンケート調査と視感評価実験によって
得られた結果から，生活者の色彩感覚が消
費購買活動にどの程度関与するのか，対象
となる生活用品間での際も含め，数量的に
比較・考察する． 

・同様のアンケート調査と視感評価実験を
海外の研究協力者とともに海外でも行い，
得られた結果を各国間で比較し，文化や民
族的な特性を比較・考察する． 
  
３．研究の方法 
 本研究の背景，ならびに，上述の研究目的
に沿って，複数の方向から研究を進めた． 
 まず，生活者の色彩感覚を調べるにあたっ
ては，身の回りの生活用品の調査，色彩の嗜
好調査，購買動機の色彩寄与の調査，文化的
因子(和のテイスト)の抽出調査などを，アン
ケート手法を用いて行った．そして，季節感
などの色彩にかかわる印象評価では，視感評
価実験を行った．また，感覚と密接に関連す
る脳と感覚とのかかわりについては，fMRI と

アルファー波測定脳波計を用いて，その局在
と脳活動を探る研究を行った．これらの方法
によって得られた結果は，調査と実験手法に
応じた統計手法によって解析した．また，そ
の一部は，海外の研究協力者によって得られ
た結果と比較した． 
 
４．研究成果 
 上述の視感評価実験やアンケート調査に
より，いくつかの知見が得られた． 
 その中で，色彩感覚とその数量化についは，
たとえば，色彩の季節感の視感評価実験の結
果と実験に用いた色サンプルの測色値との
関係から，色彩の季節感を数量的に表現でき
る数式を導出した．同時に数カ国で得られた
結果を比較して，たとえば，夏に対する色彩
感覚が日本では青系であるのに対してスペ
インでは黄系であることなどの相違点，秋は
茶系であるという類似点を見出した．これら
の感覚の相違点から，季節商品の消費購買動
機への色彩の影響には違いがあるのでない
かと推測できる．また，季節感の数量化の応
用として，図１に示す測色機とコンピュータ
を連動して色彩の季節感を客観的に評価す

 
図１ 季節感の印象評価システム 

 
図２ 季節感を表現する色彩の提案システム 



 

 

るシステムを開発した．このシステムでは，
日本だけではなくスペインと韓国で得られ
た結果をもとに，３国での季節感の評価が数
値として算出し，ディスプレイ上に表示でき
る．また，今後のモノづくりへの貢献の可能
性として，図２に示す季節感を表現する色彩
の提案システムも開発した． 
 また，消費購買動機への色彩の寄与につい
ての研究結果としては，対象となる生活用品
によって，その寄与の程度は異なり，アパレ
ル用品のようなファッション製品では，色彩
の寄与があるが，家電製品では機能や価格な
どが優先され，色彩の寄与は小さいことがわ
かった．このことは，これまでから論じられ
ている色彩の消費購買動機への寄与の大き
さと併せて考えると，価格によって機能がほ
ぼ同様となる現在の生活用品の販売・購買状
況では，色彩は相対的に寄与しており，逆に，
カラーデザインの必要性があることが示唆
される．表１は，消費購買動機への寄与因子
について，家電，アパレル品，自動車に対す
る色彩，機能，価格，形，素材，ブランドの
影響の大きさと順番の結果で，同時に，日本，
スペイン，タイの３カ国であられた結果の比
較である．表２は，家電製品の消費購買動機
と色彩との関係を見たもので，無彩色の志向
が高いことが見出された． 
 またさらに，感覚と脳にかかわる研究につ

いては，fMRI を用いて人間の視覚情報処理が
脳のどこで行われているのかなどを調べる
研究で，人間の感覚にかかわる脳内処理の局
在を見つけ，その脳活動の状況の一端を知る
ことができた．しかしながら，簡易型の脳波
計による脳波(アルファー波)測定による消費
購買活動の研究手法としての可能性につい
ては，覚醒時のアルファー波はばらつきが大
きく，どのような外的因子がアルファー波の
発生に影響を与えているかが特定できず，今
回の研究では，消費購買動機への影響の解析
には使えないと判断した．今後，脳波計の精
度やアルファー波ではない簡便かつ携帯可
能な方法による脳の活動解析手法の開発に
期待したい． 
 本研究全体としてその成果をまとめると，
本研究では，様々な色彩の感覚のうち，消費
購買動機にかかわる感覚を抽出し，その一端
を視感評価実験などによって数量的に解析
できた．また，季節感を数量化し評価・提案
システムの開発も行った．消費購買動機への
色彩とその印象とのかかわりについては，和
のテイストなどの影響，対象となる生活用品
毎の色彩寄与の差異，ファッション関連商品
の消費購買動機には色彩は寄与するが家電
製品などでは機能と価格が優先することな
どを見出した．また，数カ国間での国際比較
を行い，類似点と相違点も見出した． 
 今後の課題としては，生活者の消費購買動
機や行動の背景にある文化や民族的な感覚
特性についてより深く検討する必要がある．
本研究によって，季節感などは，客観評価法
の提案や評価システムの開発を行うことが
できたことにより，その糸口は見出せたもの
の，色彩に関連することだけでも，消費購買
動機にかかわる因子は多く，本研究の結果か
らは，消費購買動機への色彩の相対的な寄与，
また，消費購買の形態が店頭での購買だけで
なく，インターネットによる購買などでの質
感の影響も認められ，それらの課題に対して
研究を進める必要があると考えられる． 
 なお，研究成果の発表の場として，平成２
０年７月に，海外研究協力者の在籍する台湾
の雲林科学技術大学で公開のシンポジウム
を開催した．発表者ならびに参加者は６カ国
から計３０名であった． 
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